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主 催  日 本弁理士会(東海支部)・長野県

開催趣旨

地域における矢目的員オ産の育成、保護、活用の重要性が高まる中、日本弁理士会

は、「知的財産推進計画2011」に基づき、地域の中小企業をはじめ、様々な分野の

方々に対する矢目的財産支援活動を、自治体等の公的機関と協力して行つています。

長野県と日本弁理士会も平成19年 11月から「矢目的財産権の活用による産業振興

策への支援に関する協定」を締結(平成22年 4月に再締結)し、知的財産の活用によ

る地域活性化と産業振興を図るための各種施策を実施しているところですt

今般、日本弁理士会 (東海支部)及び長野県は、同協定に基づき、地元企業、一般

個人及び学生の方々を対象として、「矢目的財産支援フォーラム n信りヽヽ」を企画しまし

た。今回は、矢目的財産の「育成Jの観点から「ものづくり～矢目的財産」に係わる「産学

官」の代表的な方々を講師にお招きし、信州におけるものづくり産業の活性化戦略

(ストラテジー)について知的財産に絡めてお話頂きます。皆様の新商品開発や事

業展開等の未来に向けてのヒントの一助になればと祈念します。

後 撮   特 言午i゛ 東経済lFi業局、長野市、(独)中小企業基盤整備機構関東支部 □立大:亨法
~     人 '|■■ノEり11庁学宮連携機構、JETRO長野貿易‖高報センター、lt,長野早経営

名ll会、長野県中小企業団体中央会 (社)長野県商I会議所連合会、長野県商工会

,1台会 巨野商■会議所 長野県デザイン振興協会、(―社)長野県発現
``会11,1長

野県中小11美振興センター、(員イ)長野県テフノ財日 (株)信ハTLO、1呂濃毎FI新聞

′1日 本督済新聞ネ「長野支局、長野市民新聞社

J00名 (1■ しなり■t第、■め'ら せていただきます)

「|「1本■

―損:大学 企業の研究者、1支術者、ベンチヤー企業を目指す'車 '」11・黄の■11者、

'睛 財産関係者.

申込方法及び問合せ先

参力□を希望さオ1ろ力 ま、夏面の中込用紙に所定の事項をこ記入の 「、右記宛てFAXこ てお■tノ■

み下さいしまた まがきつ電子メールでのお申し「:みも受け付けますので、裏面を参HIしてお ●し

込み 卜さい.後 J入場券を発送します.なお、インターネットからのお中し込みにつきましては、石

記当支部ホームページ て二おいてご案内します。
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開催内容
|

0基 調講演【官】

「長野県の産学官連携
による産業振興戦略」

」 本ヽ本 宰 (長野県 商工労働部 ものづくり振興課長)

↓基調講演〔産l

1 1:I]]「111『婚『曽‖り子:]1_バル卑戦略」
| ■ 初「 雅 誉 氏(セイコーエプソン株式会社知的財産本部長)

●基調講演〔学l

l「これからのものづくり

大学からの提言と地域進化へ」
0遠 藤  守 信 氏幅 州大学 工学音5教授)

●牛寺局」言喬'員

「エコカー新時代のものづくり

デンソーの創造的知財戦略」
● 碓 氷  1谷層ラ氏(株式会社デンソー知的財産部長)
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日本丼I里士会 東海支部
企画運営 長野県委員会

名古ビ■lL  1 2 1 0  1 9  名 j屋 商二会長F「: し8ヒ

[E言高052-21113110 「AX052-220-4005

http●rlw.|「'aatokJ Jp L「¬a li n`c tc J101paa()ljp

※長野県委員会は長野県内の弁ittIL[て員り構LI( lヽ lています=
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申込 方 法 及 ひ問 合 せ先

参カロを希望される方は、下記の申込用紙に所

定の事項をご記入の上、下記宛てFAXに てお

申し込み下さい。また、はがきや電子メールで

のお申込みも受け付けますので、住所 (会社の

場合は部署・役職等もご記入ください)、氏名、

職業、電話・FAX番 号を明記の上、下記宛先ヘ

9月 1日までにお申し込みください。後日入場

券を発送いたします。なお、インターネットか

らのお申込みにつきましては、下記当支部

ホームページにおいてご案内します。

問い合わせ先         ―

日本弁理士会東海支部

名古屋市中区栄2‐10‐19 名古屋商工会議所ビル8階

電籠1052‐211-3110 FAX 052-220‐4005
http://www.jpaa‐tokal.jP/

E‐maiLinfo‐tokal@jpaa or.jp

01拗 謝

〈切 り 取 り 線 〉

フ リ ガ ナ

氏  名

連 絡 先

右記

□自宅宛

国会社宛

に入場券の

送付を希望

所 属
(勤務先) 部署・役職

丁EL (      )       _ FAX (      )       _

※入場券を発送する関係から、必要事項は明確にこ記入ください。また、複数名お申込みの場合は、本申込書をコピーするか別紙に氏名等をこ記入ください。
※いただきました個人情報は、本フォーラムを円滑に実施するために必要な範囲に限つて利用します。また当支部からのイベント情報の提供に利用させていただくこともあります。

プログラム

式次第

13:00

13:00～13:15

基調講演―富―

13:15～13:45

基調講演―産―

13:45～ 14:35

基調講演一学―

14:35～ 15:25

特別講演

15:40～16:30

開会
主催者挨拶

「長野県の産学官連携による産業振興戦略」
J 林ヽ  宰 (長野県 商工労働部 ものづくり振興課長)

長野県では、産学官連携による新技術・新製品の研究開発・事業化の促進
を産業振興戦略の中核に据えて、知財の倉」造・活用支援を含む様々な支

援施策を展開しています。今回は、産学宮連携による取り込み事例を交え、
分かりやすくご紹介します。

「新成長市場国パワー

に対抗する知財グローバル戦略」
上 柳  雅 誉 氏(セイコーエプソン株式会社 知的財産本部長)

中国、韓国、インド、東南アジア、ブラジル等の新成長市場国の見えぎるノf
ワー。日本のものづくりにも大きく影響するこれら市場国の今を知財の目
からお話いただき、企業に必要な知財を武器としたこれからのグローバル
戦略についてお話いただきます。

「これからのものづくり
大学からの提言と地域進化へJ
遠 藤  守 信 氏(信州大学 工学部教授)

世界的な研究活動を展開されている遠藤先生より、地方におけるこれから
のものづくりについて大学人の立場からご提言をいただき、さらに、グ
□―バル世紀の進展に合わせて地域産業はどのように進化すべきかにつ
いてお話いただきます。

「エコカー新時代のものづくり
デンソーの創造的知財戦略J
碓氷  1谷彦 氏(株式会社デンソー知的財産部長)

世界最大の自動車部品メーカーデンソー。プリウスから始まつ
た本格的なエコカー新時代。今後の「省エネルギー(環境)」及
び「グローバリゼーション」をキーワードとした部品づくりはどう
あるべきか。倉」造的な知財戦略と絡めてお話いただきます。

16:30～1ス00聴 講者と講師とのディスカッション(質疑応答)1ス00 閉会
(3鰭魏夕「鼻吻饉夢)※お出での際は公共交通機関をご利用下さい。

日本弁理士会東海支部 行 (FAX 052‐ 220‐4005)


